
国際武道⼤学アセスメントポリシー2.  アセスメントの実施⽅法 

アセスメントチェックリスト

番
号 

名 称 実施
頻度 

対 象 評価項⽬ 
（対応⽬標含む） 

評価⼿法 評価
者 

実施 
責任者 

結果の活⽤⽅法等 

① 選抜機
能評価 年 1 回 全学年 

各種⼊学試験とそ
の後の GPA/単位
修得状況/留年･中
退状況との関係 

基幹システムの
データを元に作
成 

⼊試･
広報室 

⼊試･
広報セ
ンター

⻑

⼊試種別ごとに、同じ評
価項⽬でも⽐率が⼤きく
異なる場合は、実施責任
者が内部質保証検討委員
会へ報告する。 

② 

⼊学時
基礎学
⼒テス
ト
（IBU
ｱﾁｰﾌﾞﾒ
ﾝﾄﾃｽ
ﾄ）

年 1 回 1 年⽣ 英語、数学、国語に
関する知識 ペーパーテスト 学部 

・学科 学部⻑ 

①ｶﾘｷｭﾗﾑが前提としてい
る知識を、修得していな
い学⽣が多くみられる⼊
試種別がある場合には、
実施責任者が内部質保証
検討委員会へ報告する。
②ｶﾘｷｭﾗﾑが前提としてい
る知識を、修得していな
い学⽣については、クラ
ス担任と情報共有を⾏
う。

③ 
シラバ
スの第
三者チ
ェック 

年 1 回 

当該年度
の全ての
開講科⽬
のシラバ

ス 

①ｶﾘｷｭﾗﾑﾚﾍﾞﾙ︓DP
と各科⽬の内容/順
序/レベルの整合性
②授業ﾚﾍﾞﾙ︓到達⽬
標/授業⼿法/評価⽅
法の整合性

評価者が対象シ
ラバスの情報を
読むことで点検

学⽣⽀
援セン
ター

学⽣⽀
援セン
ター⻑

不適切な項⽬がある場合
は実施責任者が、各科⽬
担当者に修正依頼を⾏
う。 
実施責任者は修正を依頼
した状況等を内部質保証
検討委員会へ報告する。
（修正結果の適切性も確
認する） 

④ 

IBU キ
ャンパ
スライ
フアン
ケート

年 1 回 全学年 

ｶﾘｷｭﾗﾑの想定してい
る学修⽣活となって
いるか（学修時
間）、施設⾯の課題
がないかなど

アンケート調査 学⽣ 
学⽣⽀
援セン
ター⻑

想定していない学修⾏動
となっている場合には、
実施責任者は内部質保証
検討委員会へ報告を⾏
う。 

⑤ 
授業評
価アン
ケート

半期毎 全学年 

育成を⽬指すｼﾞｪﾈﾘｯ
ｸｽｷﾙに合った授業⽅
法が採⽤されている
か（もしくはｼﾞｪﾈﾘｯ
ｸｽｷﾙの内いずれの⼒
が⾝についたと感じ
るか）、授業で興味
が喚起されたか、活
⽤場⾯がイメージで
きるかなど

アンケート調査 学⽣ ＦＤ 
部会⻑ 

①集計結果は全体平均と
合わせて、担当教員にフ
ィードバックを⾏い、全
ての教員が教員ｺﾒﾝﾄの作
成を⾏う。
②平均より著しく低い評
価項⽬のある科⽬は、科
⽬担当者に改善を促す。
③ｼﾞｪﾈﾘｯｸｽｷﾙの伸⻑に繋
がっている状況を、ｶﾘｷｭ
ﾗﾑの想定と⽐較し、良い
結果に繋がっている科⽬
担当者の⼯夫を FD を通
じて他の教員にも共有す
る。
実施責任者は①〜③を内
部質保証検討委員会へ報
告する。

別紙① 



⑥-

１ 

ｼﾞｪﾈﾘｯ
ｸｽｷﾙ 年１回 全学年 DP から抽出された

ｼﾞｪﾈﾘｯｸｽｷﾙ

学修達成度⾃⼰
評価システム 
及び、基幹シス
テムのデータを
元に作成

学⽣他 学⽣⽀
援セン
ター⻑

①学⽣ﾚﾍﾞﾙ︓学⽣は、ｼﾞ
ｪﾈﾘｯｸｽｷﾙの⾃⼰評価を⾏
う。
②授業・ｶﾘｷｭﾗﾑﾚﾍﾞﾙ︓当
該科⽬の成績分布を参照
する。 
③外部評価（企業等）こ
れらを総合的に参照・分
析しｼﾞｪﾈﾘｯｸｽｷﾙに関して
検証する。
実施責任者は①〜③を内
部質保証検討委員会へ報
告する。

⑥-

２ 

専⾨性 半期毎 全学年 各科⽬の到達⽬標 

学修達成度⾃⼰
評価システム 
及び、基幹シス
テムのデータを
元に作成

学⽣他 
学⽣⽀
援セン
ター⻑

①学⽣ﾚﾍﾞﾙ︓学⽣は、教
員による成績評価結果と
⾃⼰評価結果を併せて参
照し、⽬標と振り返りの
記載を⾏う。
②授業・ｶﾘｷｭﾗﾑﾚﾍﾞﾙ︓教
員は、学⽣の⾃⼰評価結
果、授業ｱﾝｹｰﾄ結果、当
該科⽬の⾃⾝の成績評価
結果を併せて参照し、教
員ｺﾒﾝﾄの作成を⾏う。 
③map 分析結果
これらを総合的に参照・
分析し専⾨性に関して検
証する。
実施責任者は①〜③を内
部質保証検討委員会へ報
告する。

⑦ 成績評
価 半期毎 

受講⽣が
おり、当
該学期に
終了する
全ての科

⽬ 

当該科⽬のシラバス
に記載された評価項
⽬ 

当該科⽬のシラ
バスに記載され
た評価⼿法 

各科⽬
担当教

員 

学⽣⽀
援セン
ター⻑

「⑥-2 専⾨性」に同じ 

⑧ 
企業等
アンケ
ート

1〜２
年に 
1 回 

当該期間
に採⽤実
績が 1 名
以上ある
30 社以上 

①採⽤学⽣に対する
ディプロマポリシー
に基づく評価
②ディプロマポリシ
ーで⽰した資質能⼒
の適切性

アンケート調査 調査対
象企業 

学⽣⽀
援セン
ター⻑

①進路先による評価と、
学内評価に乖離がある場
合は、実施責任者が内部
質保証検討委員会へ報告
を⾏う。
②ディプロマポリシーで
⽰した資質能⼒と必要と
される⼒に乖離がある場
合は、実施責任者が内部
質保証検討委員会へ報告
を⾏う。



⑨ 
卒業後
アンケ
ート

年に 1
回 

卒業後 3
年経過す
る学⽣ 

ディプロマポリシー
（就職してから必要
とされたディプロマ
ポリシーに含まれる
⼒、含まれない⼒） 

アンケート調査
調査対
象の卒
業⽣ 

学⽣⽀
援セン
ター⻑

ディプロマポリシーで⽰
した資質能⼒の内、就職
してからあまり必要とさ
れていない⼒や、ディプ
ロマポリシーに含まれて
いないが必要となる⼒が
ある場合には、実施責任
者が内部質保証検討委員
会へ報告を⾏う。

⑩ 

３つの
ポリシ
ーの整
合性点
検 

年 1 回 全学年 
卒業率/就職率/進
学率/留年率/退学
率等 

基幹システムか
ら取得 

学⽣⽀
援セン
ター

学⽣⽀
援セン
ター⻑

各指標を学年学科別の半
期ごとの推移データとし
て⽐較を⾏い、継続的に
向上が図れるよう実施責
任者が内部質保証検討委
員会へ報告を⾏う。 

⑪ 
卒業時
アンケ
ート 

年 1 回 卒業⽣ 

①カリキュラム・学
修⽀援体制
②学修成果に対する
満⾜度 

アンケート調査
調査対
象の卒
業⽣ 

FD 部
会⻑ 

各指標を学科別に年度推
移データとして⽐較を⾏
い、継続的に向上が図れ
るよう実施責任者が内部
質保証検討委員会へ報告
を⾏う。 

⑫ 

地元⾃
治体ま
たは産
業界へ
のイン
タビュ
ー調査 

2〜3
年に 
1 回 

⾃治体・
商⼯会議
所会員企
業など 

３つのポリシーに基
づき設計されたカリ
キュラム/学修成果/
ディプロマポリシー
で⽰した資質能⼒/3
つのポリシーの整合
性 

インタビュー調
査 

調査対
象の企

業 

⼤学⾃
⼰点

検・評
価部会

⻑ 

インタビューにより取得
した声を取りまとめ、必
要に応じて実施責任者が
内部質保証検討委員会へ
報告を⾏う。 

（注︓⼤学院は研究科⻑⼜は⼤学院研究科委員会が、必要に応じて上記項⽬のうちからアセスメントを実施する）

以 上 


